
 

報 道 発 表 
令和 6 年 8 月 8 日 19 時 45 分 

地 震 火 山 部 

 

 

南海トラフ地震臨時情報（巨大地震注意）について 

 

 

本日（8日）19 時 15 分に南海トラフ地震臨時情報（巨大地
震注意）を発表しました。その内容について別添のとおりお
知らせいたします。 

問合せ先：地震火山部  地震火山技術・調査課 大規模地震調査室 

電話：03-3434-9040 



南海トラフ地震臨時情報（巨⼤地震注意）を発表
南海トラフ地震の想定震源域では、
新たな⼤規模地震の発⽣可能性が
平常時と⽐べて相対的に⾼まってい
ると考えられます

今後、もし⼤規模地震が発⽣する
と、強い揺れや⾼い津波を⽣じると考
えられます
※新たな⼤規模地震が発⽣する可能性は平常時
と⽐べると⾼まっていますが、特定の期間中に⼤
規模地震が必ず発⽣するということをお知らせする
ものではありません

※モーメントマグニチュードは、震源断層のずれの規模を精査して得られるもので、地震発⽣直後に地震波の最⼤振幅から計算し津波警
報等や地震情報の発表に⽤いるマグニチュードとは異なります。

政府や⾃治体などからの呼びかけ等に応じた防災対応をとってください

今回の地震の発⽣場所

・⾚線は想定震源域、⻘線は南海トラフ地震臨時情報
発表に係る地震活動の監視領域
・⿊点線は、フィリピン海プレート上⾯の深さ
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M7.1 深さ︓31㎞

モーメントマグニチュード7.0
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発震機構解
08081642

西北西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型

[CMT解] 

セントロイドの位置
北緯 31度35分
東経 131度43分
深さ 約35km
※セントロイドの位置とは、
　地震の断層運動を１点で
　代表させた場合の位置。

Mw=7.0

下半球等積投影法で描画
Ｐ：圧力軸の方向
Ｔ：張力軸の方向



今回の地震は、陸のプレートとフィリピン海プレートの境界
で発⽣した、逆断層型の地震

正断層

逆断層

左横ずれ断層 右横ずれ断層

プレート内で発⽣する地震

「活断層の地震に備える」より⼀部改変

プレート境界で発⽣する地震

プレート内で発⽣する地震

陸域の浅い地震

地震の発⽣メカニズム



地震が続けて発⽣した事例
（Mw7.0以上の地震発⽣後にＭw8クラス以上の地震が発⽣した世界の事例）
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南海トラフ沿いの異常な現象への防災対応のあり方について（報告）（平成30年12月25日公表）より引用（一部改変） 気象庁作成

最初の地震からの経過日数

地震発生直後ほど続
けて地震が発生する
事例が多い

ISC-GEM Ver.4.0（青線）、Ver.5.1（赤線）による

（注）30年以内に70～80％の発生可能性があるとされる状況です。南海トラフ沿
いの地域において「30年以内に70～80％」の可能性でM８～９クラスの地震
が発生するという確率は、７日以内に換算すると概ね千回に１回程度となり
ます。これと、世界における続けて発生した地震の頻度を比較しています。

最
初
の
地
震
発
生
数
に
対
す
る
比
率

〇地震が続けて発生したこれらの事例から、
南海トラフ地震の想定震源域では、新た
な大規模地震の発生可能性が平常時に
比べて相対的に高まっていると考えられ
ます。

〇続けて地震が発生する可能性は、先に発
生した地震が起こった直後ほど高く、時間
を経るにつれて低くなっていきますが、ゼ
ロになるわけではありません。

2回

1904～2014年のＭw7.0以上の地震（1437回）の後に、その震源から
50km以内で発生した地震の経過日数別回数

Mw7.8以上の地震の発生回数
７日以内に6回（発生確率は6回／1437回）

同規模以上の地震の発生回数
地震活動を定量化した統計モデルから計算した発生回数

Mw7.0以上の地震発生後、7日以内に
Mw8クラス以上（Mw7.8以上）の大規模地震
が発生するのは、数百回に１回程度です。

異常な現象が観測される前の状況（注）に
比べて数倍高くなっています。

4回

1回
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左図領域a内の時空間分布図（A-B投影）

上図領域a内の地震活動経過および回数積算図
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領域ａ

上図領域b内の時空間分布図（Ｃ-Ｄ投影）

震央分布図
（2011年３月９日～３月11日、深さ全て、M≧3.0）

3月11日14時46分以降の地震を黒で表示
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領域ｂ

震央分布図
（2011年３月９日～３月11日、深さ全て、M全て）
緑：３月９日、青：３月10日、桃：３月11日14時45

分まで、黒：３月11日14時46分以降

最初の地震から、その後
発生したさらに規模の大
きな地震の場所へ地震活
動が移動しました

「平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震」の例

地震が続けて発⽣した事例
（M7.0以上の地震に引き続いて、M8クラス以上の規模の地震が発⽣した事例）

気象庁作成



令和６年８月８日16時43分頃の日向灘の地震について

震度分布図・推計震度分布図
【各地域の震度】

　　　８月８日16時55分発表

推計震度分布図

　　　※留意事項は以下リンクからご確認ください。

最新の情報は、以下のページでご確認ください。

地震情報：https://www.jma.go.jp/bosai/map.html#contents=earthquake_map

推計震度分布図：https://www.jma.go.jp/bosai/map.html#contents=estimated_intensity_map
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